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高校生におけるコンピテンシーと達成目標の関連
―批判的思考力と伝える力に着目して―

○扇原貴志（東京学芸大学） 押尾恵吾（東京学芸大学）
岸 学（東京学芸大学）

キーワード：コンピテンシー（資質・能力），達成目標，好奇心・探究心

問 題

関口（ ）は，コンピテンシー（資質・能力）の

構成要素を検討し，学習への「汎用的スキル」と「態

度・価値」という つの下位概念が存在するとした。

さらに，「汎用的スキル」は つの下位概念，「態度・

価値」は つの下位概念から構成されるとした。そし

て，中学生を対象とするコンピテンシーの程度を測定

する尺度を作成した。

先行研究の対象は中学生であったが，コンピテンシ

ーの重要性は義務教育段階のみならず，高校生でも同

様といえよう。そこで本研究では，関口（ ）の尺

度を用い，高校生においてもコンピテンシーの下位概

念は中学生と同様であると仮定した上で，コンピテン

シーの下位概念間の関連を検討する。併せて，コンピ

テンシーと達成目標（

）の関連を検討する。これにより，コン

ピテンシーと学習遂行時の目標や動機づけとの関連を

明らかにする。

方 法

対象 東京都と広島県の高校生 名（計 校）を対

象とした。そのうち，回答内容に不備が見られた者を

除いた 名（ 年生 名， 年生 名， 年生

名；性別不問）を分析対象とした。

質問紙 関口（ ）のコンピテンシー尺度 項目お

よび，山口（ ）の達成目標尺度（邦訳版） 項目

から構成された（両者とも 件法）。

結果と考察

達成目標の各下位概念を説明変数，汎用的スキルと

態度・価値の各下位概念を目的変数とし，同時に，態

度・価値の各下位概念を説明変数，汎用的スキルの各

下位概念を目的変数としたパス解析を行った。その結

果，達成目標および態度・価値が批判的思考力と伝え

る力に及ぼす影響において明瞭な結果が得られた。そ

こで，本報告ではその結果に絞って報告する（

）。

「できるようになりたい」という学習への動機づけ

である習得接近は態度・価値の多くの下位尺度に正の

影響を与えていた。また「他者に勝ちたい」という動

機づけの遂行接近も向上心と正しくあろうとする心に

正の影響を与え，「できないのがいや」という動機づけ

の習得回避は協力しあう心に正の影響を与えていた。

批判的思考力は，好奇心・探究心から正の影響が見

られた。しかし，達成目標からの顕著な影響は見られ

なかった。よって，批判的思考力を高めるためには，

生徒の学習に対する好奇心や探究心を高めることが重

要であることが示唆された。伝える力は，好奇心・探

究心および協力しあう心から正の影響が見られたが，

達成目標からの顕著な影響は見られなかった。したが

って，学習の中で他者に自分の考えを分かりやすく，

正しく伝える力を育むためには，学習への好奇心や他

者と協力して学習を進めようとする姿勢が重要といえ

る。

以上のように本研究では 達成目標がコンピテンシ

ーの態度・価値に影響し，さらに汎用的スキルに影響

するという関連性を示すことができた。

付 記

本研究は，東京学芸大学「次世代型コンピテンシー

育成のための教育方法開発とその国内外への発信」（文

部科学省機能強化経費「機能強化促進分」対象事業）

の研究成果の一部である。

達成目標 態度・価値 汎用的スキル

R 2 = .25***

習得回避
他者に対する
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好奇心・探究心

R 2 = .30*** R 2 = .31***

遂行回避
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批判的思考力

R 2 = .39***

向上心

R 2 = .23*** R 2 = .34***

習得接近
正しくあろう
とする心

伝える力

R 2 = .23***
より良い

社会への意識

R 2 = .27***

遂行接近 協力しあう心

Figure 1　態度・価値および達成目標がスキルに及ぼす影響

***p <.001
注）解釈可能性を考慮してパス係数が.20以上の値のもののみ記載する。説明変数間の共分散の値は省略する。

　　なお，本モデルは飽和モデルであったため，適合度指標は記載しない。
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視覚障害者の就労スキル獲得及び上司の支援プロセス
―できること・できないことの認識ギャップ―

○竹下 浩（筑波技術大学） 田中 仁＃（筑波技術大学）
加藤 宏（筑波技術大学）

キーワード：就労スキル，能力開発，障害者雇用

問題と目的

近年，障害者雇用中でも難度の高い（厚生労働

省， ）視覚障害者の既存職域（三療業等）に

おける優位性が喪失しつつあり（高齢・障害・求

職者雇用支援機構， ）事務系職種での採用が

期待されているが，企業側も「どのような職務を

割り当てるか」判らず，進んでいない（吉田， ）。

事務職では技術的スキル（例：オフィス系ソフ

トウェア）だけでなく，対人的スキルや概念的ス

キルも必要となる（

）。しかし，職場では実際にどのよう

なスキルが必要なのか，それらが周囲の支援によ

ってどう発達するのかは未解明である。

先行研究は，事例分析（白井， ）を除くと

現状調査が殆どである。そこで本研究は，就労ス

キルの獲得と支援のプロセスを解明する。

方 法

調査協力者 2018 年 11-12 月，勤務経験 3 年以上

の当事者 7 名と上司 10 名（8 社）からデータを収

集した。

調査内容 「働くスキル形成と周囲の支援」につ

いて，本人向けと上司向けにガイドラインを準備

し，個別に 1 時間程度の半構造化面接を実施した。

分析方法 修正版グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ（木下，2003 他）の分析ツールを用いて

オープン・コーディングとカテゴリー化を行った。

結 果

分析の結果を，以下 ， に示す。

考 察

「苦手スキル」で認識ギャップが存在した。本

人は要求される仕事の範囲を，上司は仕事時の認

知的処理を知らないために，一方が「できない（や

ること）リスト」を作成しても十分でない。

理論的貢献 分析焦点者を相互作用の双方に設定

することで，従来の分析では得られない認識ギャ

ップの存在（改善の手がかり）を明らかにした。

実践的示唆 「相手はこう考えている」「ここで躓

いている」「他者はこんな支援や工夫をしている」

ことの理解で障害者の就労スキル開発ができる。

Figure 1 本人の分析結果 Figure 2 上司の分析結果
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